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大切にしたい子どもの姿 幼児期の学びはつながっています

遊びの中の学び

▶ 友達の遊びの様子を見て楽しむ姿

▶ 友達の遊びに加わろうとする姿

▶ 遊びのイメージをもち、やりたいことを表
現する姿

▶ 遊びのイメージを広げたり、深めたりしよ
うとする姿

▶ 気付いたり、思ったりしたことを伝えよう
とする姿

▶ 失敗しても何度も繰り返し、試行錯誤する姿

▶ 友達や先生の話に関心をもち、理解しよう
とする姿

▶ 興味や関心をもって新たなことを知ろうと
する姿

▶ 時間を忘れ、集中する姿

▶ 友達との意見の対立の中で葛藤する姿

▶ 友達と話し合い、折り合いをつけようと
する姿

▶ 全身を使って思い切り体を動かすことを
楽しむ姿

▶ 楽しかったことや満足したことを伝える姿

▶「もっとやりたい」と新たな遊びに思いを
めぐらせる姿 等

［砂遊び：4歳児の例］

遊びきる子ども

　遊びの楽しさは、子どもが遊びたいという意欲から、自ら遊びだすことで
始まります。自発的な活動としての遊びが充実し、遊びに集中する中で、保育
者や友達に自分の思いを伝えたり、考えを表現したりしながら遊びこむこと
で、遊びの楽しさやおもしろさが深まったり広がったりしていきます。十分に遊
びこむことが遊びきることにつながり、遊びきることで心地よい満足感や達成
感を味わっていくのです。
　この満足感や達成感といった自己充実感が自信となり、新たな遊びのイメー
ジや見通し、エネルギーを生み出すことにつながります。このような遊びの繰り
返しが、義務教育以降の学びの土台となる力を育むこととなるのです。

豊かな人間性

　「遊びきる」とは、一人一人が、試行錯誤したり、挑戦したりす
る中で、自己発揮をし、様々な葛藤体験を乗り越えながら友達と
関わって十分に遊びこみ、満足感や達成感を味わうことがで
きている状態であると捉えられます。この経験が「自己肯定感」
を育むことにつながります。


